
 
 

「 

平成２２年度 関西大学入学式を挙行 

関西大学では、平成２２年度の学部入学式、大学院入学式および各併設校の入学式を下記のとおり挙

行します。 

今年度は、大学では新設の人間健康学部と社会安全学部を含む１３学部約６,９００名が、大学院では
新設の社会安全研究科を含む１３研究科約９００名が入学します。 

また、併設校では、本学初めての小学校となる関西大学初等部をはじめ、中等部および高等部が高槻

ミューズキャンパスに開校するとともに、北陽キャンパスに関西大学北陽中学校が新たに開校します。 

記 

■ 学部入学式 
（１）午前の部 
日  時   平成２２年４月１日（木）１０：００～ 
場  所   千里山キャンパス 千里山中央体育館 
学  部   法学部・商学部・社会学部・政策創造学部・人間健康学部・総合情報学部 
参加（予定） 入学生 約３，６００名、父母 約２，６００名 

（２）午後の部 
日  時   平成２２年４月１日（木）１４：００～ 
場  所   千里山キャンパス 千里山中央体育館 
学  部   文学部・経済学部・外国語学部・社会安全学部・システム理工学部・ 

環境都市工学部・化学生命工学部 
参加（予定） 入学生 約３，３００名、父母 約２，６００名 

 

■ 大学院入学式 
日  時   平成２２年４月２日（金）１０：００～ 
場  所   千里山キャンパス 千里山中央体育館 
研 究 科   修士課程・博士課程前期課程・博士課程後期課程・専門職学位課程 全研究科 
参加（予定） 入学生 約９００名、父母 約１００名 
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【併設校】 
■ 関西大学初等部入学式 
日  時   平成２２年４月２日（金）１０：００～ 
場  所   高槻ミューズキャンパス アリーナ 
参加（予定） 入学生 約２００名、父母 約６００名 

 
 
■ 関西大学中等部・高等部入学式 
日  時   平成２２年４月２日（金）１４：００～ 
場  所   高槻ミューズキャンパス アリーナ 
参加（予定） 入学生 約２２０名、父母 約３３０名 

 
 
■ 関西大学北陽中学校入学式 
日  時   平成２２年４月６日（火）１０：００～ 
場  所   北陽キャンパス 体育館 
参加（予定） 入学生 約１２０名、父母 約１８０名 

 
 
■ 関西大学北陽高等学校入学式 
日  時   平成２２年４月６日（火）１４：００～ 
場  所   北陽キャンパス 体育館 
参加（予定） 入学生 約４００名、父母 約６００名 
 
 

■ 関西大学第一中学校入学式 
日  時   平成２２年４月８日（木）１０：００～ 
場  所   千里山キャンパス 秀麗館 
参加（予定） 入学生 約２６０名、父母 約３９０名 

 
 
■ 関西大学第一高等学校入学式 
日  時   平成２２年４月８日（木）１４：００～ 
場  所   千里山キャンパス 秀麗館 
参加（予定） 入学生 約４５０名、父母 約６７０名 

 
 

 

 



■ 特色ある入学生 

１ 学 部 
（１） 國分 紫苑（こくぶん・しおん）さん  【入学式（午前の部）出席予定】 
社会学部入学。平成３年１２月生まれ、北海道出身。 
日本スケート連盟フィギュアスケート女子ジュニア強化選手。 
平成２２年１月  第５９回インターハイ 優勝。 

 
 （２） 塩田 廣美（しおた・ひろみ）さん  【入学式（午後の部）出席予定】 

社会安全学部入学。昭和２７年７月生まれ、５７歳。滋賀県在住。 
昭和４６年高校卒業後、日本ヒューレット・パッカード株式会社など情報系の会社に勤務。 
平成２０年に退職するまでの約４０年間、主に情報技術に関する業務に携わる。 
５０歳を過ぎた頃から「安全・安心」の実現に関心を持ち、より学問的に掘り下げて学んでみたい

という思いから、社会安全学部をAO入試で受験し合格。 
「今後は、社会安全学部で防災やリスクマネジメントなどさまざまな『安心・安全』について学ぶ

ことで、これまでの仕事で培った知識と経験を広く社会に還元するにはどうしたらよいか、追求し

ていきたい。」と抱負を語る。 
    
 

２ 大学院 
牧村康彦さん（まきむら・やすひこ）さん 【大学院入学式欠席、初等部入学式出席予定】 
社会安全研究科（Ｍ１）入学。４４歳。 
ご子息も関西大学初等部１年生に入学。入学式当日は保護者として高槻ミューズキャンパスで挙行

される初等部入学式に出席するため、大学院入学式は欠席。 

先にご子息が初等部に入学することが決まっていたところ、その後、新聞で社会安全研究科・髙野

一彦准教授の「内部統制の専門家を育成する」との記事を読み、自身も入学を志望。 

４月から、仕事を続けながら京都の自宅からご子息と一緒に通学する予定。 

牧村さんは「遠方からの通学のため、一緒に通学できるのは安心。子供と二人、新しい校舎で初め

てのことを学べるのを楽しみにしている。互いの勉学意欲を高め合いながら、卒業までしっかりが

んばりたい。」と意欲を語る。 

（社会保険労務士、ファイナンシャル・プランナー、大阪商工会議所専門指導員） 

 

 

 

 

 


